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酵素群の細胞内集合による代謝制御機序の解明 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

出芽酵母やヒトの細胞では、20を超える代謝酵素群が低酸素条件下で集合し、“G body”と呼ばれ

る集合体を形成する。本研究では我々が 2013年に酵母で初めて報告したこの代謝酵素集合体に

ついて、集合体形成の機序を明らかにするとともに、集合体形成機構を利用した多段階生合成経

路の効率化を目指している。これまでの研究で、小スケール低酸素培養系を用いた代謝酵素の動

態解析により、解糖系酵素による集合体形成は一度に起こるのではなく、酵素ごとに集合順序が

厳密に制御されていることを示唆する結果を得た 1)。2022年度は、集合体形成に寄与するアミノ酸

配列が、集合体形成酵素であるエノラーゼおよびピルビン酸キナーゼの分子表面に 1～複数個存

在すること、また、一部の集合体形成配列を用いて特定の酵素を人為的に細胞内の集合体に局

在化させ、代謝調節を行うことができる可能性を示した 2)。また、集合体特異的に局在化する可能

性のある複数のタンパク質およびペプチド配列をスクリーニングし、出芽酵母内で低酸素条件下に

おいて集合体と共局在する配列を複数得ることができた。これらの配列が集合体形成酵素の動態

に与える効果について、続けて検証しているところである。さらに、前述の配列を含むペプチドタグ

配列を用いて、多段階からなる生合成反応を調節するための試験系を構築し、構築した試験系に

おいて、既知の集合体形成配列を用いて集合体形成による代謝経路の調節が可能であることを

見出した。以上の結果は、集合体の人為的な制御と利用に向けて今後多様な分子ツールの構築

を可能とするものである。 
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